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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年4月10日(2014.4.10)
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   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  31/785   　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/40    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4418  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/366   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/47    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/22    　　　　
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   Ａ６１Ｋ  31/194   　　　　
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   Ａ６１Ｋ  31/216   　　　　
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   Ａ６１Ｋ  31/517   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/427   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/64    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/403   　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月20日(2014.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　６つ、７つまたは８つの可能な反応部位を有するアミンモノマーと架橋モノマーとの反
応生成物を含むアミンポリマーであって、
　前記ポリマーの単位が、式１

【化１－２】

の構造を有し、式中、
　Ｒ１０は、架橋モノマーに由来し、かつＣ２～Ｃ１６アルキレン、－ＮＨ－Ｃ（ＮＨ）
－ＮＨ－、－ＮＨ－Ｃ（ＮＨ２

＋）－ＮＨ－、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２

－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキルもしくはヘテロシクロ
官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ５０アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－
ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ２～Ｃ５０アルキレンであり；
　Ｒ３０は、アミンモノマーに由来し、かつＣ２～Ｃ１２アルキレン、アリーレン、ジホ
ルミルヘテロシクロ、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニ
ル、シクロアルキル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ

１２アルキレンであり；
　Ｒ２０はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ６アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ６アルキレンであり；
　Ｒ１０またはＲ３０のうちの少なくとも１つは、算出ｌｏｇＰ（ｃＬｏｇＰ）が４より
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大きい疎水基である、
　アミンポリマー。
【請求項２】
　Ｒ１０は、架橋モノマーに由来し、かつＣ２～Ｃ１６アルキレン、－ＮＨ－Ｃ（ＮＨ）
－ＮＨ－、－ＮＨ－Ｃ（ＮＨ２

＋）－ＮＨ－、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２

－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキルもしくはヘテロシクロ
官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ５０アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－
ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ２～Ｃ５０アルキレンであり；
　Ｒ３０は、アミンモノマーに由来し、かつＣ２～Ｃ６アルキレンであり；
　Ｒ２０はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ６アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ６アルキレンであり；
　Ｒ１０は、算出ｌｏｇＰ（ｃＬｏｇＰ）が４より大きい疎水基である、
請求項１に記載のアミンポリマー。
【請求項３】
　Ｒ１０は、架橋モノマーに由来し、かつＣ８～Ｃ１６アルキレン、またはアルキレン基
の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル
、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ８～Ｃ５０アルキレンであ
り；
　Ｒ３０は、アミンモノマーに由来し、かつＣ２～Ｃ１２アルキレン、アリーレン、ジホ
ルミルヘテロシクロ、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニ
ル、エーテル、エステル、シクロアルキル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き
換わっているＣ２～Ｃ１２アルキレンであり；
　Ｒ２０はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ６アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ６アルキレンである、
請求項１に記載のアミンポリマー。
【請求項４】
　脂肪族セグメントにより隔てられた正電荷の結合点を有するポリマーの単位を含むアミ
ンポリマーであって、
　前記正電荷の結合点が、１７．３ｍＥｑ／ｇよりも大きい電荷密度と、式Ａの構造
【化５－２】

とを有し、式中、
　Ｒ２０はそれぞれ独立して、Ｃ３～Ｃ８アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ３～Ｃ８アルキレンであり；
　少なくとも１つの脂肪族セグメントが正電荷の各結合点と結合し、各脂肪族セグメント
の算出ｌｏｇＰ（ｃＬｏｇＰ）が４より大きい、
　アミンポリマー。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの脂肪族セグメントが、Ｃ８～Ｃ１６アルキレン、またはアルキレ
ン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアル
キル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ８～Ｃ５０アルキレン
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である、請求項４に記載のアミンポリマー。
【請求項６】
　前記正電荷の結合点がそれぞれ、算出ｌｏｇＰ（ｃＬｏｇＰ）が４より大きい脂肪族セ
グメントを含まない、請求項４または５に記載のアミンポリマー。
【請求項７】
　アミンモノマーと架橋モノマーとの重合により生じた反復単位を含むアミンポリマーで
あって、
　前記アミンモノマーが、構造
【化７－２】

を有する式２のアミンであり、式中、
　Ｒ２はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ８アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－
ＣＨ２－基が少なくとも１つのアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ８アルキレンで
あり、かつＲ３は、Ｃ２～Ｃ１２アルキレン、アリーレン、ジホルミルヘテロシクロ、ま
たはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル
、シクロアルキル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ８

アルキレンであり；
　前記架橋モノマーが、グアニジン、グアニジウム塩、式Ｘ－Ｒ１－Ｘを有する化合物ま
たはそれらの組合せであり、式中、
　Ｘはそれぞれ独立して脱離基であり、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ１６アルキレン、またはアルキ
レン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロア
ルキル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ５～Ｃ５０アルキレ
ン、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ５～
Ｃ５０アルキレンである、
　アミンポリマー。
【請求項８】
　Ｒ２はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ８アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－
ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ８アルキレンであり；かつＲ３は
、Ｃ２～Ｃ１２アルキレン、アリーレン、ジホルミルヘテロシクロ、またはアルキレン基
の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル
、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ１２アルキレンであ
り；
　前記アミンポリマーの窒素原子の一部が、アミノアルキル、アリール、アリールアルキ
ル、オキソアルキル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、グアニジノ、ヘテ
ロシクロ、ヘテロシクロアルキル、（トリアルキルアンモニオ）アルキル、２－（保護ア
ミノ）－ｍ－（ヘテロシクロ）－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－１－オ
キソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－３－メチル－１－オキソＣｍアルキル、２－（
保護アミノ）－４－メチル－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－１－オキソ
－ｍ－アリールＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－（アルキルチオ）－１－オキソ
Ｃｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－（アリール）－１－オキソＣｍアルキル、２－
（保護アミノ）－ｍ－カルボキシ－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－
グアニジノ－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－（ｍ－１）－ヒドロキシ－
１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－ヒドロキシ－１－オキソＣｍアルキ
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ル、２－（保護アミノ）－ｍ－メルカプト－１－オキソＣｍアルキル、ｍ－（アルキルア
ミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（アルキルへテロシクロ）Ｃｍアルキル、ｍ－ア
ミノ－２－（保護アミノ）－１－オキソＣｍアルキル、ｍ－アミノ－２－（保護アミノ）
－１，ｍ－ジオキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－アミノＣｘアルキル）ヘテロシクロＣｍア
ルキル、（ｍ－１）－アミノ－ｍ－（ヘテロシクロ）－１－オキソＣｍアルキル、ｍ－（
アリールアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（アルキルチオ）Ｃｘ

アルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－アミノＣｘアルキルアミノ）－
ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－アミノ－ｘ－オキソＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オ
キソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－カルボキシＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキ
ル、ｍ－（ヘテロシクロアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－ヒドロ
キシＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（（ｘ－１）－ヒドロキシＣ

ｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－メルカプトＣｘアルキルアミ
ノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－トリアルキルアンモニオＣｘアルキル）ヘテ
ロシクロＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（２－（アルコキシ）ベンズアミド）Ｃｘアルキルア
ミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（３－（アルコキシ）ベンズアミド）Ｃｘ

アルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（４－（アルコキシ）ベンズア
ミド）Ｃｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、式４
【化１２－２】

の配位子またはそれらの組合せから選択される配位子で置換されており、式中、Ｒ４６は
Ｃ６～Ｃ１６アルキレンであり、Ｒ４７は１，ｙ－ビス（１－メチルピペリジン－４－イ
ル）Ｃｙアルキレンであり、Ｒ４８はＣ６～Ｃ１６アルキルであり、ｍは３～１２の整数
であり、ｘは１～１２の整数であり、ｙは１～１４の整数であり、かつｚは１～１６の整
数である、
請求項７に記載のアミンポリマー。
【請求項９】
　Ｒ１０が、アルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ２

～Ｃ６アルキレンである、請求項１に記載のアミンポリマー。
【請求項１０】
　Ｒ１０が－ＣＨ２－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ２－である、請求項９に記載のアミンポリマー
。
【請求項１１】
　Ｒ３０がデシレンまたはドデシレンである、請求項１０に記載のアミンポリマー。
【請求項１２】
　胆汁酸に対する結合親和性が、ｉｎ　ｖｉｔｒｏアッセイＡを用いた測定で少なくとも
約０．４６ｍｍｏｌ／ｇであるか、または胆汁酸に対する結合能が、アッセイＢを用いた
測定で少なくとも約２．２２ｍｍｏｌ／ｇである、請求項１～１１のいずれか１項に記載
のアミンポリマー。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載のアミンポリマーと、薬学的に許容される添加剤
とを含む、医薬組成物。
【請求項１４】
　動物対象の上昇した血清ＬＤＬコレステロールを処置するための、請求項１～１２のい
ずれか１項に記載のアミンポリマーまたは請求項１３に記載の医薬組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２３】
　他の目的および特徴は、以下で一部が明らかになり、一部が指摘されるであろう。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　６つ、７つまたは８つの可能な反応部位を有するアミンモノマーと２つまたは３つの可
能な反応部位を有する架橋モノマーとの重合により生じた反復単位を含むアミンポリマー
であって、前記アミンモノマーと前記架橋モノマーのモル比が１：３～約１：１．１の範
囲にあり、胆汁酸に対する前記アミンポリマーの結合親和性が、ｉｎ　ｖｉｔｒｏアッセ
イＡを用いた測定で少なくとも０．４６ｍｍｏｌ／ｇであるアミンポリマー。
（項目２）
　６つ、７つまたは８つの可能な反応部位を有するアミンモノマーと架橋モノマーとの反
応生成物を含むアミンポリマーであって、
　前記ポリマーの単位が、式１

【化１－２】

の構造を有し、式中、
　Ｒ１０は、架橋モノマーに由来し、かつＣ２～Ｃ１６アルキレン、－ＮＨ－Ｃ（ＮＨ）
－ＮＨ－、－ＮＨ－Ｃ（ＮＨ２

＋）－ＮＨ－、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２

－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキルもしくはヘテロシクロ
官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ５０アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－
ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ２～Ｃ５０アルキレンであり；
　Ｒ３０は、アミンモノマーに由来し、かつＣ２～Ｃ１２アルキレン、アリーレン、ジホ
ルミルヘテロシクロ、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニ
ル、シクロアルキル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ

１２アルキレンであり；
　Ｒ２０はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ６アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ６アルキレンであり；
　Ｒ１０またはＲ３０のうちの少なくとも１つは、算出ｌｏｇＰ（ｃＬｏｇＰ）が４より
大きい疎水基である、
　アミンポリマー。
（項目３）
　６つ、７つまたは８つの可能な反応部位を有するアミンモノマーと架橋モノマーとの反
応生成物を含むアミンポリマーであって、
　前記ポリマーの単位が、式１
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【化２－２】

の構造を有し、式中、
　Ｒ１０は、架橋モノマーに由来し、かつＣ２～Ｃ１６アルキレン、－ＮＨ－Ｃ（ＮＨ）
－ＮＨ－、－ＮＨ－Ｃ（ＮＨ２

＋）－ＮＨ－、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２

－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキルもしくはヘテロシクロ
官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ５０アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－
ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ２～Ｃ５０アルキレンであり；
　Ｒ３０は、アミンモノマーに由来し、かつＣ２～Ｃ６アルキレンであり；
　Ｒ２０はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ６アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ６アルキレンであり；
　Ｒ１０は、算出ｌｏｇＰ（ｃＬｏｇＰ）が４より大きい疎水基である、
　アミンポリマー。
（項目４）
　６つ、７つまたは８つの可能な反応部位を有するアミンモノマーと架橋モノマーとの反
応生成物を含むアミンポリマーであって、
　前記ポリマーの単位が、式１
【化３－２】

の構造を有し、式中、
　Ｒ１０は、架橋モノマーに由来し、かつＣ８～Ｃ１６アルキレン、またはアルキレン基
の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル
、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ８～Ｃ５０アルキレンであ
り；
　Ｒ３０は、アミンモノマーに由来し、かつＣ２～Ｃ１２アルキレン、アリーレン、ジホ
ルミルヘテロシクロ、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニ
ル、エーテル、エステル、シクロアルキル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き
換わっているＣ２～Ｃ１２アルキレンであり；
　Ｒ２０はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ６アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の
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－ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ６アルキレンである、
　アミンポリマー。
（項目５）
　６つ、７つまたは８つの可能な反応部位を有するアミンモノマーと架橋モノマーとの反
応生成物を含むアミンポリマーであって、
　前記ポリマーの単位が、式１
【化４－２】

の構造を有し、式中、
　Ｒ１０は、架橋モノマーに由来し、かつＣ２～Ｃ６アルキレン、またはアルキレン基の
１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル、
アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ６アルキレン、または
アルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ２～Ｃ６アルキ
レンであり；
　Ｒ３０は、アミンモノマーに由来し、かつＣ８～Ｃ１６アルキレン、アリーレン、ジホ
ルミルヘテロシクロ、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニ
ル、エーテル、エステル、シクロアルキル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き
換わっているＣ８～Ｃ１６アルキレンであり；
　Ｒ２０はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ６アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ６アルキレンである、
　アミンポリマー。
（項目６）
　前記ポリマーが、１：１～約１：５の範囲の算出比で第一級アミン原子と第二級アミン
原子とを含む、項目２～５のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目７）
　前記アミンモノマーと前記架橋モノマーのモル比が１：３～約１：１．１の範囲にある
、項目２～６のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目８）
　胆汁酸に対する結合親和性が、ｉｎ　ｖｉｔｒｏアッセイＡを用いた測定で少なくとも
０．４６ｍｍｏｌ／ｇである、項目２～７のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目９）
　６つ、７つまたは８つの可能な反応部位を有するアミンモノマーと２つまたは３つの可
能な反応部位を有する架橋モノマーとの反応生成物を含むアミンポリマーであって、
　前記ポリマーが水に不溶性であり、
　前記アミン第二級窒素原子の少なくとも一部が架橋ポリマー網目構造の一部分であり、
　前記架橋モノマーが式Ｘ－Ｒ１－Ｘを有する化合物であり、式中、Ｘはそれぞれ独立し
て脱離基であり、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ１６アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－
ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル、アリールもし
くはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ８～Ｃ５０アルキレンであり、かつ前記架
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橋モノマーの算出ｌｏｇＰ（ｃＬｏｇＰ）が４より大きい、
　アミンポリマー。
（項目１０）
　６つ、７つまたは８つの可能な反応部位を有するアミンモノマーと２つまたは３つの可
能な反応部位を有する架橋モノマーとの反応生成物を含むアミンポリマーであって、
　前記ポリマーが水に不溶性であり、
　前記アミン第二級窒素原子の少なくとも一部が架橋ポリマー網目構造の一部分であり、
　前記アミンモノマーが、Ｃ８～Ｃ１６アルキレン、アリーレン、またはアルキレン基の
１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル、
アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ８～Ｃ５０アルキレンである
少なくとも１つのセグメントを有し、かつ前記アミンモノマーの前記少なくとも１つのセ
グメントの算出ｌｏｇＰ（ｃＬｏｇＰ）が４より大きく、
　前記架橋モノマーが式Ｘ－Ｒ１－Ｘを有する化合物であり、式中、Ｘはそれぞれ独立し
て脱離基であり、Ｒ１はＣ２～Ｃ６アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ

２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル、アリールもしくは
ヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ６アルキレン、またはアルキレン基の１
つ以上の－ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ２～Ｃ６アルキレンである、
　アミンポリマー。
（項目１１）
　前記架橋モノマーがＸ－Ｒ１－Ｘであり、式中、Ｘはそれぞれ独立して脱離基であり、
Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ１６アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がヘテ
ロシクロ官能基に置き換わっているＣ８～Ｃ５０アルキレンである、項目９に記載のポリ
マー。
（項目１２）
　前記架橋モノマーがＸ－Ｒ１－Ｘであり、式中、Ｘはそれぞれ独立して脱離基であり、
Ｒ１は、アルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がヘテロシクロ官能基に置き換わってい
るＣ２～Ｃ６アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がヒドロキシで
置換されているＣ２～Ｃ６アルキレンである、項目１０に記載のポリマー。
（項目１３）
　６つ、７つまたは８つの可能な反応部位を有するアミンモノマーと２つまたは３つの可
能な反応部位を有する架橋モノマーとの重合により生じた反復単位を含むアミンポリマー
であって、
　前記アミンモノマーと前記架橋モノマーのモル比が１：３～約１：１．１の範囲にあり
、
　前記ポリマーが、アッセイＢを用いた測定で０．３ｍｍｏｌ／ｇポリマー未満の量でリ
ン酸塩とｉｎ　ｖｉｔｒｏで結合し、
　前記ポリマーが、アッセイＢを用いた測定で約３ｍｍｏｌ／ｇポリマーよりも大きいｉ
ｎ　ｖｉｔｒｏ能で胆汁酸と結合する、
　アミンポリマー。
（項目１４）
　脂肪族セグメントにより隔てられた正電荷の結合点を有するポリマーの単位を含むアミ
ンポリマーであって、
　前記正電荷の結合点が、少なくとも１９．０ｍＥｑ／ｇの電荷密度と少なくとも２００
．０ｇ／ｍｏｌの分子量とを有し、
　少なくとも１つの脂肪族セグメントが正電荷の各結合点と結合し、
　前記少なくとも１つの脂肪族セグメントの算出ｌｏｇＰ（ｃＬｏｇＰ）が４より大きく
、
　前記正電荷の結合点がそれぞれ、算出ｌｏｇＰ（ｃＬｏｇＰ）が４より大きい脂肪族セ
グメントを含まない、
　アミンポリマー。
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（項目１５）
　脂肪族セグメントにより隔てられた正電荷の結合点を有するポリマーの単位を含むアミ
ンポリマーであって、
　前記正電荷の結合点が、１７．３ｍＥｑ／ｇよりも大きい電荷密度と、式Ａの構造
【化５－２】

とを有し、式中、
　Ｒ２０はそれぞれ独立して、Ｃ３～Ｃ８アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ３～Ｃ８アルキレンであり；
　少なくとも１つの脂肪族セグメントが正電荷の各結合点と結合し、各脂肪族セグメント
の算出ｌｏｇＰ（ｃＬｏｇＰ）が４より大きい、
　アミンポリマー。
（項目１６）
　前記少なくとも１つの脂肪族セグメントが、Ｃ８～Ｃ１６アルキレン、またはアルキレ
ン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアル
キル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ８～Ｃ５０アルキレン
である、項目１４または１５に記載のアミンポリマー。
（項目１７）
　前記ポリマーが、アッセイＢを用いた測定で０．３ｍｍｏｌ／ｇポリマー未満の量でリ
ン酸塩とｉｎ　ｖｉｔｒｏで結合し、かつ前記ポリマーが、アッセイＢを用いた測定で約
３ｍｍｏｌ／ｇポリマーよりも大きいｉｎ　ｖｉｔｒｏ能で胆汁酸と結合する、項目１４
～１６のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目１８）
　前記ポリマーが、アッセイＢを用いた測定で０．２ｍｍｏｌ／ｇポリマー未満の量でリ
ン酸塩とｉｎ　ｖｉｔｒｏで結合する、項目１７に記載のアミンポリマー。
（項目１９）
　前記正電荷の結合点がそれぞれ、算出ｌｏｇＰ（ｃＬｏｇＰ）が４より大きい脂肪族セ
グメントを含まない、項目１５～１８のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目２０）
　式１
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【化６－２】

の構造を有するポリマーの単位を含むアミンポリマーであって、式中、
　Ｒ１０は、Ｃ２～Ｃ１６アルキレン、アリーレン、－ＮＨ－Ｃ（ＮＨ）－ＮＨ－、－Ｎ
Ｈ－Ｃ（ＮＨ２

＋）－ＮＨ－、ジメチルビフェニル、またはアルキレン基の１つ以上の－
ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、シクロアルキル、エーテル、エステル、シクロアルキ
ル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ５０アルキレン、
またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ２～Ｃ５

０アルキレンであり；
　Ｒ３０は、Ｃ２～Ｃ１２アルキレン、アリーレン、ジホルミルヘテロシクロ、またはア
ルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シク
ロアルキル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ１２アル
キレンであり；かつ
　Ｒ２０はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ８アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ８アルキレンであり；
　前記ポリマーが、アッセイＢを用いた測定で０．３ｍｍｏｌ／ｇポリマー未満の量でリ
ン酸塩とｉｎ　ｖｉｔｒｏで結合し；かつ
　前記ポリマーが、アッセイＢを用いた測定で約３ｍｍｏｌ／ｇポリマーよりも大きいｉ
ｎ　ｖｉｔｒｏ能で胆汁酸と結合する、
　アミンポリマー。
（項目２１）
　前記アミンポリマーが、６つ、７つまたは８つの可能な反応部位を有するアミンモノマ
ーと架橋モノマーとの反応生成物を含み、Ｒ１０が架橋モノマーに由来し、Ｒ３０がアミ
ンモノマーに由来する、項目２０に記載のアミンポリマー。
（項目２２）
　前記アミンポリマーが、アッセイＢを用いた測定で０．２ｍｍｏｌ／ｇポリマー未満の
量でリン酸塩とｉｎ　ｖｉｔｒｏで結合する、項目２０に記載のアミンポリマー。
（項目２３）
　前記算出ＬｏｇＰが４．５より大きい、項目１～２２のいずれかに記載のアミンポリマ
ー。
（項目２４）
　前記算出ＬｏｇＰが５より大きい、項目１～２２のいずれかに記載のアミンポリマー。
（項目２５）
　前記算出ＬｏｇＰが５．５より大きい、項目１～２２のいずれかに記載のアミンポリマ
ー。
（項目２６）
前記算出ＬｏｇＰが６より大きい、項目１～２２のいずれかに記載のアミンポリマー。
（項目２７）
　アミンモノマーと架橋モノマーとの重合により生じた反復単位を含むアミンポリマーで
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あって、
　前記アミンモノマーが、構造
【化７－２】

を有する式２のアミンであり、式中、
　Ｒ２はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ８アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－
ＣＨ２－基が少なくとも１つのアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ８アルキレンで
あり、かつＲ３は、Ｃ２～Ｃ１２アルキレン、アリーレン、ジホルミルヘテロシクロ、ま
たはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル
、シクロアルキル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ８

アルキレンであり；
　前記架橋モノマーが、グアニジン、グアニジウム塩、式Ｘ－Ｒ１－Ｘを有する化合物ま
たはそれらの組合せであり、式中、
　Ｘはそれぞれ独立して脱離基であり、Ｒ１は、Ｃ８～Ｃ１６アルキレン、またはアルキ
レン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロア
ルキル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ５～Ｃ５０アルキレ
ン、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ５～
Ｃ５０アルキレンである、
　アミンポリマー。
（項目２８）
　項目１～２６のいずれか１項に記載のアミンポリマーであって、
　前記アミンモノマーが、構造

【化８－２】

を有する式２のアミンであり、式中、
　Ｒ２はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ８アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－
ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ８アルキレンであり、かつＲ３は
、Ｃ２～Ｃ１２アルキレン、アリーレン、ジホルミルヘテロシクロ、またはアルキレン基
の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル
、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ８アルキレンである
、
　アミンポリマー。
（項目２９）
　項目１～２６のいずれか１項に記載のアミンポリマーであって、
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　前記アミンモノマーが、構造
【化９－２】

を有する式２のアミンであり、式中、
　Ｒ２はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ８アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－
ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ８アルキレンであり、かつＲ３は
、Ｃ８～Ｃ１６アルキレン、アリーレン、ジホルミルヘテロシクロ、またはアルキレン基
の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル
、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ８～Ｃ１６アルキレンであ
り；
　前記架橋モノマーが、式Ｘ－Ｒ１－Ｘを有する化合物であり、式中、
　Ｘはそれぞれ独立して脱離基であり、Ｒ１は、Ｃ２～Ｃ６アルキレン、またはアルキレ
ン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアル
キル、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ６アルキレン、
またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ２～Ｃ６

アルキレンである、
　アミンポリマー。
（項目３０）
　前記架橋モノマーが、グアニジン、グアニジウム塩、式Ｘ－Ｒ１－Ｘを有する化合物ま
たはそれらの組合せであり、式中、Ｘはそれぞれ独立して脱離基であり、Ｒ１は、Ｃ８～
Ｃ１６アルキレン、ジメチルビフェニル、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基
が１つもしくは２つのフェニル、ピペリジニウムもしくはイミダゾリウム官能基に置き換
わっているＣ２～Ｃ５０アルキレンである、項目２８に記載のアミンポリマー。
（項目３１）
　アルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基が１つまたは２つのフェニル、ピペリジニウム
またはイミダゾリウム官能基に置き換わっている前記Ｃ２～Ｃ５０アルキレンが、ｐ－キ
シレン、１，３－ビス（ｍ－ハロＣｍアルキル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム、４
，４’－（Ｃｘアルカン－１，ｘ－ジイル）ビス（１－（ｍ－ハロＣｍアルキル）－１－
メチルピペリジニウム）または１－（ｑ－ハロＣｑａｌｋｙｌ）－３－（ｍ－（３－（ｐ
－ｈａｌｏＣｐａｌｋｙｌ）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）Ｃｍアルキ
ル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウムであり、式中、ｍは２～１４の整数であり、ｐは
２～１４の整数であり、ｑは２～１４の整数であり、ｘは２～８の整数である、項目３０
に記載のアミンポリマー。
（項目３２）
　項目２８に記載のアミンポリマーであって、
　前記架橋モノマーがグアニジン、式Ｘ－Ｒ１－Ｘを有する化合物（式中、Ｒ１はＣ８～
Ｃ１６アルキレン）またはそれらの組合せであり、
　前記アミンポリマーがコモノマーを含み、
　前記コモノマーがＣｍアルカン－１，ｍ－ジイルジアミン、アルキレンジシクロアルカ
ンアミン、（ｍ－アミノＣｍアルキル）ヘテロシクロ、３－（ｍ－アミノＣｍアルキル）
－１Ｈ－イミダゾール－３－イウムまたはそれらの組合せであり、
　式中、ｍが２～１６の整数であり、かつＸがそれぞれ独立して脱離基である、
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　アミンポリマー。
（項目３３）
　項目２９に記載のアミンポリマーであって、
　前記架橋モノマーが式Ｘ－Ｒ１－Ｘを有する化合物（式中、Ｒ１はＣ２～Ｃ６アルキレ
ンである）であり、
　前記アミンポリマーがコモノマーを含み、
　前記コモノマーがＣｍアルカン－１，ｍ－ジイルジアミン、アルキレンジシクロアルカ
ンアミン、（ｍ－アミノＣｍアルキル）ヘテロシクロ、３－（ｍ－アミノＣｍアルキル）
－１Ｈ－イミダゾール－３－イウムまたはそれらの組合せであり、
　式中、ｍが２～１６の整数であり、かつＸがそれぞれ独立して脱離基である、
　アミンポリマー。
（項目３４）
　Ｒ３がオクチレン、デシレン、ウンデシレンまたはドデシレンである、項目２９に記載
のアミンポリマー。
（項目３５）
　前記ポリマーがコモノマーを含み、前記コモノマーがヘキサン－１，６－ジイルジアミ
ン、ヘプタン－１，７－ジイルアミン、オクタン－１，８－ジイルジアミン、ノナン－１
，９－ジイルアミン、デカン－１，１０－ジイルジアミン、ウンデカン－１，１１－ジイ
ルアミン、ドデカン－１，１２－ジイルジアミン、４，４’－メチレンジシクロヘキサン
アミン、３－（３－アミノプロピル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウムまたはそれらの
組合せである、項目２９に記載のアミンポリマー。
（項目３６）
　Ｒ３がエチレン、プロピレン、ブチレン、ペンチレン、ヘキシレン、ヘプチレン、オク
チレン、デシレン、ウンデシレン、ドデシレン、３，３’－（１Ｈ－イミダゾール－３－
イウム－１，３－ジイル）ジプロピル、１，４－フェニレンジメチル、１，６－ジオキソ
ヘキサン－１，６－ジイル、１，４－ジオキソブタン－１，４－ジイルまたは２，６－ジ
ホルミルピリジンである、項目２８に記載のアミンポリマー。
（項目３７）
　項目１に記載のアミンポリマーであって、
　前記アミンモノマーが、構造
【化１０－２】

を有する式３のアミンであり、式中、
　Ｒ２１はそれぞれ独立して、アルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基が少なくとも１つ
の硫黄原子に置き換わっているＣ２～Ｃ８アルキレンであり、かつＲ３１は、Ｃ２～Ｃ１

２アルキレン、アリーレン、ジホルミルヘテロシクロ、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル、アリールも
しくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ１２アルキレンであり；
　前記架橋モノマーが、グアニジン、グアニジウム塩、式Ｘ－Ｒ１－Ｘを有する化合物ま
たはそれらの組合せであり、式中、Ｘはそれぞれ独立して脱離基であり、Ｒ１は、Ｃ２～
Ｃ１６アルキレン、アリーレン、ジメチルビフェニル、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル、アリールも
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しくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ５０アルキレン、またはアルキレ
ン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ２～Ｃ５０アルキレンで
ある、
　アミンポリマー。
（項目３８）
　各Ｒ２１がｍ－スルフィドＣｍアルキルであり、ｍが１～６の整数であり、Ｒ３１がＣ

３～Ｃ８アルキレンである、項目３７に記載のアミンポリマー。
（項目３９）
　アミンモノマーと架橋モノマーとの重合により生じた反復単位を含むアミンポリマーで
あって、
　式２の前記アミンモノマーが、構造
【化１１－２】

を有し、式中、
　Ｒ２はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ８アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－
ＣＨ２－基がアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ８アルキレンであり；かつＲ３は
、Ｃ２～Ｃ１２アルキレン、アリーレン、ジホルミルヘテロシクロ、またはアルキレン基
の１つ以上の－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル
、アリールもしくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ１２アルキレンであ
り；
　前記アミンポリマーの窒素原子の一部が、アミノアルキル、アリール、アリールアルキ
ル、オキソアルキル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、グアニジノ、ヘテ
ロシクロ、ヘテロシクロアルキル、（トリアルキルアンモニオ）アルキル、２－（保護ア
ミノ）－ｍ－（ヘテロシクロ）－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－１－オ
キソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－３－メチル－１－オキソＣｍアルキル、２－（
保護アミノ）－４－メチル－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－１－オキソ
－ｍ－アリールＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－（アルキルチオ）－１－オキソ
Ｃｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－（アリール）－１－オキソＣｍアルキル、２－
（保護アミノ）－ｍ－カルボキシ－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－
グアニジノ－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－（ｍ－１）－ヒドロキシ－
１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－ヒドロキシ－１－オキソＣｍアルキ
ル、２－（保護アミノ）－ｍ－メルカプト－１－オキソＣｍアルキル、ｍ－（アルキルア
ミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（アルキルへテロシクロ）Ｃｍアルキル、ｍ－ア
ミノ－２－（保護アミノ）－１－オキソＣｍアルキル、ｍ－アミノ－２－（保護アミノ）
－１，ｍ－ジオキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－アミノＣｘアルキル）ヘテロシクロＣｍア
ルキル、（ｍ－１）－アミノ－ｍ－（ヘテロシクロ）－１－オキソＣｍアルキル、ｍ－（
アリールアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（アルキルチオ）Ｃｘ

アルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－アミノＣｘアルキルアミノ）－
ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－アミノ－ｘ－オキソＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オ
キソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－カルボキシＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキ
ル、ｍ－（ヘテロシクロアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－ヒドロ
キシＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（（ｘ－１）－ヒドロキシＣ

ｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－メルカプトＣｘアルキルアミ
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ノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－トリアルキルアンモニオＣｘアルキル）ヘテ
ロシクロＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（２－（アルコキシ）ベンズアミド）Ｃｘアルキルア
ミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（３－（アルコキシ）ベンズアミド）Ｃｘ

アルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（４－（アルコキシ）ベンズア
ミド）Ｃｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、式４
【化１２－２】

の配位子またはそれらの組合せから選択される配位子で置換されており、式中、Ｒ４６は
Ｃ６～Ｃ１６アルキレンであり、Ｒ４７は１，ｙ－ビス（１－メチルピペリジン－４－イ
ル）Ｃｙアルキレンであり、Ｒ４８はＣ６～Ｃ１６アルキルであり、ｍは３～１２の整数
であり、ｘは１～１２の整数であり、ｙは１～１４の整数であり、かつｚは１～１６の整
数である、
　アミンポリマー。
（項目４０）
　項目１～３８のいずれか１項に記載のアミンポリマーであって、
　前記アミンポリマーの窒素原子の一部が、アルキル、アミノアルキル、アリール、アリ
ールアルキル、オキソアルキル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、グアニ
ジノ、ヘテロシクロ、ヘテロシクロアルキル、（トリアルキルアンモニオ）アルキル、２
－（保護アミノ）－ｍ－（ヘテロシクロ）－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ
）－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－３－メチル－１－オキソＣｍアルキ
ル、２－（保護アミノ）－４－メチル－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－
１－オキソ－ｍ－アリールＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－（アルキルチオ）－
１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－（アリール）－１－オキソＣｍアル
キル、２－（保護アミノ）－ｍ－カルボキシ－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミ
ノ）－ｍ－グアニジノ－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－（ｍ－１）－ヒ
ドロキシ－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－ヒドロキシ－１－オキソ
Ｃｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－メルカプト－１－オキソＣｍアルキル、ｍ－（
アルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（アルキルへテロシクロ）Ｃｍアルキ
ル、ｍ－アミノ－２－（保護アミノ）－１－オキソＣｍアルキル、ｍ－アミノ－２－（保
護アミノ）－１，ｍ－ジオキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－アミノＣｘアルキル）ヘテロシ
クロＣｍアルキル、（ｍ－１）－アミノ－ｍ－（ヘテロシクロ）－１－オキソＣｍアルキ
ル、ｍ－（アリールアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（アルキル
チオ）Ｃｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－アミノＣｘアルキル
アミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－アミノ－ｘ－オキソＣｘアルキルアミノ
）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－カルボキシＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソ
Ｃｍアルキル、ｍ－（ヘテロシクロアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（
ｘ－ヒドロキシＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（（ｘ－１）－ヒ
ドロキシＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－メルカプトＣｘア
ルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－トリアルキルアンモニオＣｘアル
キル）ヘテロシクロＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（２－（アルコキシ）ベンズアミド）Ｃｘ

アルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（３－（アルコキシ）ベンズア
ミド）Ｃｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（４－（アルコキシ
）ベンズアミド）Ｃｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、式４
【化１３－２】
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の配位子またはそれらの組合せから選択される配位子で置換されており、式中、Ｒ４６は
Ｃ６～Ｃ１６アルキレンであり、Ｒ４７は１，ｙ－ビス（１－メチルピペリジン－４－イ
ル）Ｃｙアルキレンであり、Ｒ４８はＣ６～Ｃ１６アルキルであり、ｍは３～１２の整数
であり、ｘは１～１２の整数であり、ｙは１～１４の整数であり、ｚは１～１６の整数で
ある、
　アミンポリマー。
（項目４１）
　項目３９または４０に記載のアミンポリマーであって、
　前記配位子が、ナフタレン－２－イルアルキルもしくはナフタレン－１－イルアルキル
から選択されるアリールアルキル；ｍ－（１－メチルピロリジニウム－１－イル）Ｃｍア
ルキル、ｍ－（２－（１Ｈ－インドール－３－イル）エチルアミノ）－ｍ－オキソＣｍア
ルキル、ｍ－（２－メチルチアゾール－３－イウム－３－イル）Ｃｍアルキル、ｍ－（ベ
ンゾ［ｄ］チアゾール－３－イウム－３－イル）Ｃｍアルキル、ｍ－（ピリジニウム－１
－イル）Ｃｍアルキル、ｍ－（テトラヒドロ－１Ｈ－チオフェニウム－１－イル）Ｃｍア
ルキル、ｚ－（１，２－ジアルキル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）Ｃｚ

アルキル、ｍ－（２，３－ジアルキル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）Ｃ

ｍアルキル、ｚ－（１－アルキル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）Ｃｚア
ルキル、ｍ－（３－アルキル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）Ｃｍアルキ
ルもしくはｚ－（チアゾール－３－イウム－３－イル）Ｃｚアルキルから選択されるヘテ
ロシクロアルキル；２－（保護アミノ）－ｍ－（１Ｈ－インドール－３－イル）－１－オ
キソＣｍ－アルキルもしくは２－（保護アミノ）－ｍ－（１Ｈ－イミダゾール－４－イル
）－１－オキソＣｍアルキルから選択される２－（保護アミノ）－ｍ－（ヘテロシクロ）
－１－オキソＣｍアルキル；２－（保護アミノ）－１－オキソ－ｍ－フェニルＣｍアルキ
ル；２－（保護アミノ）－ｍ－（ヒドロキシフェニル）－１－オキソＣｍアルキル；ｍ－
（３－アルキル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）Ｃｍアルキル、ｍ－（１
－アルキル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）Ｃｍアルキル、ｍ－（１－ア
ルキル－２－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）Ｃｍアルキルもしく
はｍ－（３－アルキル－２－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）Ｃｍ

アルキルから選択されるｍ－（アルキルへテロシクロ）Ｃｍアルキル；ｍ－（３－（ｘ－
アミノＣｘアルキル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）Ｃｍアルキルもし
くはｍ－（１－（ｘ－アミノＣｘアルキル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イ
ル）Ｃｍアルキルから選択されるｍ－（ｘ－アミノＣｘアルキル）ヘテロシクロＣｍアル
キル；（ｍ－１）－アミノ－ｍ－（１Ｈ－インドール－２－イル）－１－オキソＣｍアル
キル；ｍ－（ヒドロキシフェナルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキルもしくはｍ－（
フェナルキルアミノ）－ｍ－オキソ－Ｃｍアルキルから選択されるｍ－（アリールアルキ
ルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル；ｍ－（１－（ｘ－（１－メチル－１Ｈ－イミダゾ
ール－３－イウム－３－イル）Ｃｘアルキル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－
イル）Ｃｍアルキル、ｍ－（１－（ｘ－（３－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム
－１－イル）Ｃｘアルキル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）Ｃｍアルキ
ル、ｍ－（３－（ｘ－（１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）Ｃｘ

アルキル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）Ｃｍアルキルもしくはｍ－（
３－（ｘ－（３－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）Ｃｘアルキル）
－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）Ｃｍアルキルから選択されるｍ－（ｘ－
（ヘテロシクロ）Ｃｘアルキル）ヘテロシクロＣｍアルキル；ｍ－（ｘ－（１Ｈ－イミダ
ゾール－４－イル）Ｃｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル；またはｍ－（３－
（ｘ－トリアルキルアンモニオ）Ｃｘアルキル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１
－イル）Ｃｍアルキルもしくはｍ－（１－（ｘ－トリアルキルアンモニオ）Ｃｘアルキル
）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）Ｃｍアルキルから選択されるｍ－（ｘ
－トリアルキルアンモニオＣｘアルキル）ヘテロシクロＣｍアルキルであり、式中、ｍは
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３～１２の整数であり、ｘは１～１２の整数であり、ｚは１～１６の整数である、
　アミンポリマー。
（項目４２）
　項目３９または４０に記載のアミンポリマーであって、
　前記配位子が、２－（保護アミノ）－ｍ－（ヘテロシクロ）－１－オキソＣｍアルキル
、ｍ－アミノ－２－（保護アミノ）－１，ｍ－ジオキソＣｍアルキル、ｍ－アミノ－２－
（保護アミノ）－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－１－オキソＣｍアルキ
ル、２－（保護アミノ）－ｍ－（アルキルチオ）－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護
アミノ）－ｍ－（ヒドロキシフェニル）－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）
－１－オキソ－ｍ－フェニルＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－（１Ｈ－イミダゾ
ール－４－イル）－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－カルボキシ－１
－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－３－メチル－１－オキソＣｍアルキル、２
－（保護アミノ）－４－メチル－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－メ
ルカプト－１－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－（ｍ－１）－ヒドロキシ－１
－オキソＣｍアルキル、２－（保護アミノ）－ｍ－ヒドロキシ－１－オキソＣｍアルキル
、２－（保護アミノ）－ｍ－グアニジノ－１－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－（アルキ
ルチオ）Ｃｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ヒドロキシフェナルキ
ルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－オキソ－ｍ－（フェナルキルアミノ）Ｃｍア
ルキル、ｍ－（ｘ－（１Ｈ－イミダゾール－４－イル）Ｃｘアルキルアミノ）－ｍ－オキ
ソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－カルボキシＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル
、ｍ－（アルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－メルカプトＣｘアルキ
ルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（（ｘ－１）－ヒドロキシＣｘアルキルアミ
ノ）－ｍ－オキソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－ヒドロキシＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オキ
ソＣｍアルキル、ｍ－（ｘ－アミノＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキルまた
はｍ－（ｘ－アミノ－ｘ－オキソＣｘアルキルアミノ）－ｍ－オキソＣｍアルキルであり
、式中、ｍは３～１２の整数であり、ｘは１～１２の整数である、
　アミンポリマー。
（項目４３）
　項目３９または４０に記載のアミンポリマーであって、
　前記配位子が、２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－３－（１Ｈ－インドー
ル－３－イル）－１－オキソプロピル、５－（２－（４－（ノニルオキシ）ベンズアミド
）エチルアミノ）－５－オキソペンチル、（４，５－ジヒドロ－１Ｈ－イミダゾリル、１
０－（ピリジニウム－１－イル）デシル、２－（１Ｈ－インドール－３－イル）エチル、
５－（２－（１Ｈ－インドール－３－イル）エチルアミノ）－５－オキソペンチル、２－
アミノ－３－（１Ｈ－インドール－２－イル）－１－オキソプロピル、３－（１，２－ジ
メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、１０－（１，２－ジメ
チル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）デシル、１０－（１－メチル－１Ｈ
－イミダゾール－３－イウム－３－イル）デシル、３－（チアゾール－３－イウム－３－
イル）プロピル、３－アミノプロピル、３－シクロヘキシルプロピル、３－フェニルプロ
ピル、３－（トリメチルアミニオ）プロピル、３－（１－メチルピロリジニウム－１－イ
ル）プロピル、３－（２－メチルチアゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、３－（
ベンゾ［ｄ］チアゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、３－（テトラヒドロ－１Ｈ
－チオフェニウム－１－イル）プロピル、３－（３－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－
イウム－１－イル）プロピル、３－（１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３
－イル）プロピル、３－（３－（３－アミノプロピル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウ
ム－１－イル）プロピル、３－（１－（３－アミノプロピル）－１Ｈ－イミダゾール－３
－イウム－３－イル）プロピル、３－（３－（５－トリメチルアミニオ）ペンチル）－１
Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）プロピル、３－（１－（５－トリメチルアミ
ニオ）ペンチル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、３－（３－
デシル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）プロピル、３－（１－デシル－１
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Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、３－（３－（９－（３－メチル－
１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）ノニル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウ
ム－１－イル）プロピル、３－（１－（９－（１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イ
ウム－３－イル）ノニル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、３
－（１－（９－（３－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）ノニル）－
１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、３－（３－（９－（１－メチル
－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）ノニル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イ
ウム－１－イル）プロピル、４－（３－デシル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－
イル）ブチル、４－（１－デシル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）ブチル
、１０－（１－デシル－２－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）デシ
ル、１０－（３－デシル－２－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）デ
シル、３－（１，２－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）プロピル
、３－（２，３－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）プロピル、１
０－（２，３－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）デシル、１０－
（１，２－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）デシル、１０－（１
－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）デシル、１０－（３－メチル－
１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）デシル、１０－（１－ブチル－１Ｈ－イミ
ダゾール－３－イウム－３－イル）デシル、１０－（３－ブチル－１Ｈ－イミダゾール－
３－イウム－１－イル）デシル、１０－（ピリジニウム－１－イル）デシル、１０－（１
－メチルピロリジニウム－１－イル）デシル、ナフタレン－２－イルメチル、ナフタレン
－１－イルメチル、４－アミノ－２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－１，４
－ジオキソブチル、２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－１－オキソエチル、
２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－４－（メチルチオ）－１－オキソブチル
、５－（３－（メチルチオ）プロピルアミノ）－５－オキソペンチル、２－（ｔｅｒｔ－
ブトキシカルボニルアミノ）－３－（４－ヒドロキシフェニル）－１－オキソプロピル、
５－（４－ヒドロキシフェネチルアミノ）－５－オキソペンチル、２－（ｔｅｒｔ－ブト
キシカルボニルアミノ）－１－オキソ－３－フェニルプロピル、５－オキソ－５－（フェ
ネチルアミノ）ペンチル、２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－３－（１Ｈ－
イミダゾール－４－イル）－１－オキソプロピル、５－（２－（１Ｈ－イミダゾール－４
－イル）エチルアミノ）－５－オキソペンチル、２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルア
ミノ）－３－カルボキシ－１－オキソプロピル、５－（２－カルボキシエチルアミノ）－
５－オキソペンチル、２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－３－メチル－１－
オキソブチル、５－（イソブチルアミノ）－５－オキソペンチル、（３Ｒ）－２－（ｔｅ
ｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－３－メチル－１－オキソペンチル、（Ｒ）－５－（
２－メチルブチルアミノ）－５－オキソペンチル、２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル
アミノ）－３－メルカプト－１－オキソプロピル、５－（２－メルカプトエチルアミノ）
－５－オキソペンチル、（３Ｒ）－２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－３－
ヒドロキシ－１－オキソブチル、（Ｒ）－５－（２－ヒドロキシプロピルアミノ）－５－
オキソペンチル、６－アミノ－２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－１－オキ
ソヘキシル、５－（５－アミノペンチルアミノ）－５－オキソペンチル、５－アミノ－２
－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－１，５－ジオキソペンチル、５－（４－ア
ミノ－４－オキソブチルアミノ）－５－オキソペンチル、２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカル
ボニルアミノ）－５－グアニジノ－１－オキソペンチル、５－（４－グアニジノブチルア
ミノ）－５－オキソペンチル、２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－３－ヒド
ロキシ－１－オキソプロピル、５－（２－ヒドロキシエチルアミノ）－５－オキソペンチ
ル、２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－４－メチル－１－オキソペンチル、
５－（イソペンチルアミノ）－５－オキソペンチル、２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニ
ルアミノ）－４－カルボキシ－１－オキソブチル、５－（３－カルボキシプロピルアミノ
）－５－オキソペンチル、２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－１－オキソプ
ロピル、５－（エチルアミノ）－５－オキソペンチル、式４



(20) JP 2013-520563 A5 2014.4.10

【化１４－２】

の配位子またはそれらの組合せであり、式中、Ｒ４６はデシレンであり、Ｒ４７は１，３
－ビス（１－メチルピペリジン－４－イル）プロパンであり、Ｒ４８はデシルである、
　アミンポリマー。
（項目４４）
　項目３９または４０に記載のアミンポリマーであって、
　前記配位子が、２－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルアミノ）－３－（１Ｈ－インドー
ル－３－イル）－１－オキソプロピル、５－（２－（４－（ノニルオキシ）ベンズアミド
）エチルアミノ）－５－オキソペンチル、（４，５－ジヒドロ－１Ｈ－イミダゾリル、１
０－（ピリジニウム－１－イル）デシル、２－（１Ｈ－インドール－３－イル）エチル、
５－（２－（１Ｈ－インドール－３－イル）エチルアミノ）－５－オキソペンチル、２－
アミノ－３－（１Ｈ－インドール－２－イル）－１－オキソプロピル、３－（１，２－ジ
メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、１０－（１，２－ジメ
チル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）デシル、１０－（１－メチル－１Ｈ
－イミダゾール－３－イウム－３－イル）デシル、３－（チアゾール－３－イウム－３－
イル）プロピル、３－アミノプロピル、３－シクロヘキシルプロピル、３－フェニルプロ
ピル、３－（トリメチルアミニオ）プロピル、３－（１－メチルピロリジニウム－１－イ
ル）プロピル、３－（２－メチルチアゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、３－（
ベンゾ［ｄ］チアゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、３－（テトラヒドロ－１Ｈ
－チオフェニウム－１－イル）プロピル、３－（３－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－
イウム－１－イル）プロピル、３－（１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３
－イル）プロピル、３－（３－（３－アミノプロピル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウ
ム－１－イル）プロピル、３－（１－（３－アミノプロピル）－１Ｈ－イミダゾール－３
－イウム－３－イル）プロピル、３－（３－（５－トリメチルアミニオ）ペンチル）－１
Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）プロピル、３－（１－（５－トリメチルアミ
ニオ）ペンチル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、３－（３－
デシル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）プロピル、３－（１－デシル－１
Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、３－（３－（９－（３－メチル－
１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）ノニル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウ
ム－１－イル）プロピル、３－（１－（９－（１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イ
ウム－３－イル）ノニル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、３
－（１－（９－（３－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）ノニル）－
１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）プロピル、３－（３－（９－（１－メチル
－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）ノニル）－１Ｈ－イミダゾール－３－イ
ウム－１－イル）プロピル、４－（３－デシル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－
イル）ブチル、４－（１－デシル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）ブチル
、１０－（１－デシル－２－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）デシ
ル、１０－（３－デシル－２－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）デ
シル、３－（１，２－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）プロピル
、３－（２，３－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）プロピル、１
０－（２，３－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）デシル、１０－
（１，２－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）デシル、１０－（１
－メチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－３－イル）デシル、１０－（３－メチル－
１Ｈ－イミダゾール－３－イウム－１－イル）デシル、１０－（１－ブチル－１Ｈ－イミ
ダゾール－３－イウム－３－イル）デシル、１０－（３－ブチル－１Ｈ－イミダゾール－
３－イウム－１－イル）デシル、１０－（ピリジニウム－１－イル）デシル、１０－（１
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－メチルピロリジニウム－１－イル）デシル、ナフタレン－２－イルメチル、ナフタレン
－１－イルメチル、式４
【化１５－２】

の配位子またはそれらの組合せであり、式中、Ｒ４６はデシレンであり、Ｒ４７は１，３
－ビス（１－メチルピペリジン－４－イル）プロパンであり、Ｒ４８はデシルである、
　アミンポリマー。
（項目４５）
　保護基が独立して－Ｃ（Ｏ）ＯＲ４９、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５０であり、式中、Ｒ４９はアル
キルまたはアリールであり、Ｒ５０はアミノ、水素、アルキルまたはハロアルキルである
、項目３９～４２のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目４６）
　前記架橋モノマーが、グアニジン、グアニジウム塩、式Ｘ－Ｒ１－Ｘを有する化合物ま
たはそれらの組合せであり、式中、Ｘはそれぞれ独立して脱離基であり、Ｒ１は、Ｃ２～
Ｃ１６アルキレン、アリーレン、ジメチルビフェニル、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル、アリールも
しくはヘテロシクロ官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ５０アルキレン、またはアルキレ
ン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がヒドロキシで置換されているＣ２～Ｃ５０アルキレンで
ある、項目３９に記載のアミンポリマー。
（項目４７）
　アミンモノマーのモル数に基づく約５モル％～約６０モル％の配位子を含む、項目３９
～４６のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目４８）
　アミンモノマーのモル数に基づく約５モル％～約５０モル％の配位子を含む、項目３９
～４６のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目４９）
　アミンモノマーのモル数に基づく約１０モル％～約３０モル％の配位子を含む、項目３
９～４６のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目５０）
　Ｘがハロ、エポキシ、ジアジリジノまたはそれらの組合せである、項目９～１２、２７
および２９～４９のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目５１）
　Ｒ１がＣ８～Ｃ１４アルキレンである、項目２９～５０のいずれか１項に記載のアミン
ポリマー。
（項目５２）
　Ｒ１がデシレンまたはドデシレンである、項目５１に記載のアミンポリマー。
（項目５３）
　Ｒ１またはＲ１０が、アルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２－基がヒドロキシで置換され
ているＣ２～Ｃ６アルキレンである、項目２、５～８、１０、２０～２６、２９、３７、
３８、４０～４５および４７～５０のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目５４）
　Ｒ１またはＲ１０が－ＣＨ２－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ２－である、項目５３に記載のアミ
ンポリマー。
（項目５５）
　Ｒ３またはＲ３０がＣ３～Ｃ１２アルキレンである、項目２９～５４のいずれか１項に
記載のアミンポリマー。
（項目５６）
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　Ｒ３またはＲ３０がブチレンである、項目５５に記載のアミンポリマー。
（項目５７）
　Ｒ３またはＲ３０がデシレンである、項目５５に記載のアミンポリマー。
（項目５８）
　Ｒ３またはＲ３０がドデシレンである、項目２、４～８、２０～３６および３９～５４
のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目５９）
　Ｒ２またはＲ２０がそれぞれ独立してＣ２～Ｃ６アルキレンである、項目２～８、２０
～３６および３９～５８のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目６０）
　Ｒ２またはＲ２０がそれぞれ独立してＣ２～Ｃ４アルキレンである、項目５９に記載の
アミンポリマー。
（項目６１）
　Ｒ２またはＲ２０がそれぞれ独立してプロピレンである、項目６０に記載のアミンポリ
マー。
（項目６２）
　西洋型食餌を与えた雄性ゴールデンシリアンハムスターにおける０．５％の用量での測
定で、ｉｎ　ｖｉｖｏ結合能がコレセベラム塩酸塩よりも少なくとも２５％大きい、項目
１～６１のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目６３）
　前記ｉｎ　ｖｉｖｏ結合能が、コレセベラム塩酸塩よりも少なくとも５０％大きい、項
目６２に記載のアミンポリマー。
（項目６４）
　前記ｉｎ　ｖｉｖｏ結合能が、コレセベラム塩酸塩よりも少なくとも７５％大きい、項
目６２に記載のアミンポリマー。
（項目６５）
　前記ｉｎ　ｖｉｖｏ結合能が、コレセベラム塩酸塩よりも少なくとも１００％大きい、
項目６２に記載のアミンポリマー。
（項目６６）
　胆汁酸に対する結合親和性が、ｉｎ　ｖｉｔｒｏアッセイＡを用いた測定で少なくとも
約０．４６ｍｍｏｌ／ｇである、項目１～６５のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目６７）
　胆汁酸に対する結合親和性が、ｉｎ　ｖｉｔｒｏアッセイＡを用いた測定で少なくとも
約０．５５ｍｍｏｌ／ｇである、項目１～６５のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目６８）
　胆汁酸に対する結合親和性が、ｉｎ　ｖｉｔｒｏアッセイＡを用いた測定で少なくとも
約０．６０ｍｍｏｌ／ｇである、項目１～６５のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目６９）
　胆汁酸に対する結合親和性が、ｉｎ　ｖｉｔｒｏアッセイＡを用いた測定で少なくとも
約０．６５ｍｍｏｌ／ｇである、項目１～６５のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目７０）
　ｉｎ　ｖｉｔｒｏアッセイＢを用いた測定で、結合能がコレセベラム塩酸塩よりも少な
くとも２５％大きい、項目１～６９のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目７１）
　前記ｉｎ　ｖｉｔｒｏ結合能が、ｉｎ　ｖｉｔｒｏアッセイＢを用いた測定でコレセベ
ラム塩酸塩よりも少なくとも５０％大きい、項目７０に記載のアミンポリマー。
（項目７２）
　前記ｉｎ　ｖｉｔｒｏ結合能が、ｉｎ　ｖｉｔｒｏアッセイＢを用いた測定でコレセベ
ラム塩酸塩よりも少なくとも７５％大きい、項目７０に記載のアミンポリマー。
（項目７３）
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　　前記ｉｎ　ｖｉｔｒｏ結合能が、ｉｎ　ｖｉｔｒｏアッセイＢを用いた測定でコレセ
ベラム塩酸塩よりも少なくとも１００％大きい、項目７０に記載のアミンポリマー。
（項目７４）
　ｉｎ　ｖｉｖｏ測定で、糞便中に平均で少なくとも１１％の一次胆汁酸が存在する、項
目１～７３のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目７５）
　ｉｎ　ｖｉｖｏ測定で、糞便中に平均で少なくとも１５％の一次胆汁酸が存在する、項
目１～７３のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目７６）
　胆汁酸に対する結合能が、アッセイＢを用いた測定で少なくとも約２．２２ｍｍｏｌ／
ｇである、項目１～７５のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目７７）
　項目１～７６のいずれか１項に記載のアミンポリマーであって、３７℃でタウロコール
酸濃度が２．５ｍＭの緩衝溶液に前記ポリマーを入れた場合には、結合タウロコール酸の
濃度が１．５ｍｍｏｌ／ｇポリマーより高く、かつ未結合タウロコール酸の濃度が１．０
ｍｍｏｌ／ｇポリマー未満であり、３７℃でタウロコール酸濃度が少なくとも１０ｍＭの
緩衝溶液に前記ポリマーを入れた場合には、結合タウロコール酸の濃度が５．０ｍｍｏｌ
／ｇポリマーより高く、かつ未結合タウロコール酸の濃度が４．０ｍｍｏｌ／ｇポリマー
より高いアミンポリマー。
（項目７８）
　項目１～７６のいずれか１項に記載のアミンポリマーであって、３７℃でグリコデオキ
シコール酸濃度が１．２５ｍＭの緩衝溶液に前記ポリマーを入れた場合には、結合グリコ
デオキシコール酸の濃度が１．０ｍｍｏｌ／ｇポリマーより高く、かつ未結合グリコデオ
キシコール酸の濃度が０．１ｍｍｏｌ／ｇポリマー未満であり、３７℃でグリコデオキシ
コール酸濃度が少なくとも１０ｍＭの緩衝溶液に前記ポリマーを入れた場合には、結合グ
リコデオキシコール酸の濃度が６．０ｍｍｏｌ／ｇポリマーより高く、かつ未結合グリコ
デオキシコール酸の濃度が２．０ｍｍｏｌ／ｇポリマーより高いアミンポリマー。
（項目７９）
　胆汁酸捕捉剤として有用なアミンポリマーであって、２．６ｍＭ未満のタウロコール酸
を含有する３７℃の緩衝溶液中では、前記アミンポリマーがセベラマーよりも多くの酸と
結合し、５．０ｍＭを超えるタウロコール酸を含有する３７℃の緩衝溶液中では、前記ア
ミンポリマーがコレセベラムよりも多くの酸と結合するアミンポリマー。
（項目８０）
　項目１～７５のいずれか１項に記載の構造を有する、項目７９に記載のアミンポリマー
。
（項目８１）
　前記アミンポリマーがアミンモノマーと架橋モノマーとの重合から生じ、前記アミンモ
ノマーがＮ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラキス（３－アミノプロピル）－１，１２－ジアミノ
ドデカンを含み、かつ前記架橋モノマーが１，３－ジクロロプロパノールを含む、項目８
０に記載のアミンポリマー。
（項目８２）
　膨潤率が約１～約１０である、項目１～８１のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目８３）
　前記膨潤率が約２～約６である、項目８２に記載のアミンポリマー。
（項目８４）
　前記膨潤率が約２～約４である、項目８３に記載のアミンポリマー。
（項目８５）
　前記ポリマーが、平均直径が約５０ミクロン～約１００ミクロンの粒子である、項目１
～８４のいずれか１項に記載のアミンポリマー。
（項目８６）
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　前記粒子がビーズである、項目８５に記載のアミンポリマー。
（項目８７）
　前記ビーズが実質的に球状のビーズである、項目８６に記載のアミンポリマー。
（項目８８）
　項目１～８７のいずれか１項に記載のアミンポリマーと、薬学的に許容される添加剤と
を含む、医薬組成物。
（項目８９）
　動物対象の血清ＬＤＬコレステロールを低下させる方法であって、有効量の項目１～８
７のいずれか１項に記載のアミンポリマーまたは項目８８に記載の医薬組成物を、それを
必要とする動物対象に投与することを含む方法。
（項目９０）
　動物対象の糖尿病を治療する方法であって、有効量の項目１～８７のいずれか１項に記
載のアミンポリマーまたは項目８８に記載の医薬組成物を、それを必要とする動物対象に
投与することを含む方法。
（項目９１）
　動物対象のアルツハイマー病、非アルコール性脂肪性肝炎、そう痒症、ＩＢＳ－Ｄまた
は特発性胆汁酸吸収不良を治療する方法であって、有効量の項目１～８７のいずれか１項
に記載のアミンポリマーまたは項目８８に記載の医薬組成物を、それを必要とする動物対
象に投与することを含む方法。
（項目９２）
　動物対象から胆汁酸塩を除去する方法であって、有効量の項目１～８７のいずれか１項
に記載のアミンポリマーまたは項目８８に記載の医薬組成物を、それを必要とする動物対
象に投与することを含む方法。
（項目９３）
　脂質異常症を治療する薬剤を動物対象に投与することをさらに含む、項目８９～９２の
いずれか１項に記載の方法。
（項目９４）
　脂質異常症を治療する前記薬剤が、動物対象に対するヒドロキシメチル－グルタリル－
補酵素Ａ（ＨＭＧ－ＣｏＡ）還元酵素阻害剤、フィブラート、コレステロール吸収阻害剤
、ナイアシン（すなわち、ニコチン酸またはそれらの誘導体）、フィトステロール、腸リ
パーゼ阻害剤、腸もしくは分泌ホスホリパーゼＡ２阻害剤、Ａｐｏ－Ｂ１００の合成もし
くは正常な活性の阻害剤、ＡｐｏＡの合成もしくは正常な活性のアゴニスト、またはコレ
ステロールの吸収もしくは代謝を調節する任意の薬剤、またはそれらの組合せである、項
目９３に記載の方法。
（項目９５）
　前記アミンポリマーと、脂質異常症を治療する前記薬剤、またはそれらの組合せを同時
に前記動物対象に投与する、項目９３または９４に記載の方法。
（項目９６）
　前記アミンポリマーと、脂質異常症を治療する前記薬剤、またはそれらの組合せを逐次
的に動物対象に投与する、項目９３または９４に記載の方法。
（項目９７）
　脂質異常症を治療する前記薬剤がＨＭＧ－ＣｏＡ還元酵素阻害剤であり、前記ＨＭＧ－
ＣｏＡ還元酵素阻害剤がアトルバスタチン、セリバスタチン、フルバスタチン、ロバスタ
チン、メバスタチン、ピタバスタチン、プラバスタチン、ロスバスタチン、シンバスタチ
ンおよびそれらの組合せからなる群より選択されるスタチンを含む、項目９４～９６のい
ずれか１項に記載の方法。
（項目９８）
　脂質異常症を治療する前記薬剤がフィブラートであり、前記フィブラートがベンザフィ
ブラート、シプロフィブラート、クロフィブラート、ゲムフィブロジル、フェノフィブラ
ートまたはそれらの組合せを含む、項目９４～９６のいずれか１項に記載の方法。
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（項目９９）
　脂質異常症を治療する前記薬剤がコレステロール吸収阻害剤であり、前記コレステロー
ル吸収阻害剤がエゼチミブを含む、項目９４～９６のいずれか１項に記載の方法。
（項目１００）
　前記対象が重篤な胃腸管有害事象を経験しない１日用量での前記アミンポリマーによる
治療の２、４、１２、２６、５２週間以上後に、平均血清ＬＤＬが少なくとも１５％減少
する、項目８９～９９のいずれか１項に記載の方法。
（項目１０１）
　前記対象が重篤な胃腸管有害事象を経験しない１日用量での前記アミンポリマーによる
治療の２、４、１２、２６、５２週間以上後に、平均血清ＬＤＬが少なくとも２０％減少
する、項目１００に記載の方法。
（項目１０２）
　前記対象が重篤な胃腸管有害事象を経験しない１日用量での前記アミンポリマーによる
治療の２、４、１２、２６、５２週間以上後に、平均血清ＬＤＬが少なくとも２５％減少
する、項目１００に記載の方法。
（項目１０３）
　前記対象が重篤な胃腸管有害事象を経験しない１日用量での前記アミンポリマーによる
治療の２、４、１２、２６、５２週間以上後に、平均血清ＬＤＬが少なくとも３０％減少
する、項目１００に記載の方法。
（項目１０４）
　６．０ｇ／日の１日用量での前記アミンポリマーによる治療の２、４、１２、２６、５
２週間以上後に、平均血清ＬＤＬが少なくとも１５％減少する、項目８９～９９のいずれ
か１項に記載の方法。
（項目１０５）
　６．０ｇ／日以下の１日用量での前記アミンポリマーによる治療の２、４、１２、２６
、５２週間以上後に、平均血清ＬＤＬが少なくとも２０％減少する、項目１０４に記載の
方法。
（項目１０６）
　６．０ｇ／日以下の１日用量での前記アミンポリマーによる治療の２、４、１２、２６
、５２週間以上後に、平均血清ＬＤＬが少なくとも２５％減少する、項目１０４に記載の
方法。
（項目１０７）
　６．０ｇ／日以下の１日用量での前記アミンポリマーによる治療の２、４、１２、２６
、５２週間以上後に、平均血清ＬＤＬが少なくとも３０％減少する、項目１０４に記載の
方法。
（項目１０８）
　前記動物対象が原発性高脂血症または冠動脈心疾患を有する、項目８９～１０７のいず
れか１項に記載の方法。
（項目１０９）
　ＩＩ型糖尿病を有する動物対象の血糖コントロールを改善する方法であって、有効量の
項目１～８７のいずれか１項に記載のアミンポリマーまたは項目８８に記載の医薬組成物
を、前記動物対象に投与することを含む方法。
（項目１１０）
　糖尿病を治療する薬剤を前記動物対象に投与することをさらに含む、項目８９～１０９
のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１１）
　前記アミンポリマーと、糖尿病を治療する前記薬剤、またはそれらの組合せを同時に前
記動物対象に投与する、項目１１０に記載の方法。
（項目１１２）
　前記アミンポリマーと、糖尿病を治療する前記薬剤、またはそれらの組合せを逐次的に
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前記動物対象に投与する、項目１０７に記載の方法。
（項目１１３）
　糖尿病を治療する前記薬剤がスルホニル尿素、ビグアニド、グリタゾン、チアゾリジン
ジオン、ペルオキシソーム増殖因子活性化受容体（ＰＰＡＲ）の活性化因子、α－グルコ
シダーゼ阻害剤、カリウムチャネルアンタゴニスト、アルドース還元酵素阻害剤、グルカ
ゴンアンタゴニスト、レチノイドＸ受容体（ＲＸＲ）アンタゴニスト、ファルネソイドＸ
受容体（ＦＸＲ）アゴニスト、ＦＸＲアンタゴニスト、グルカゴン様ペプチド－１（ＧＬ
Ｐ－１）、ＧＬＰ－１類似体、ジペプチジルペプチダーゼＩＶ（ＤＰＰ－ＩＶ）阻害剤、
アミリン、アミリン類似体、ＳＧＬＴ２阻害剤、インスリン、インスリン分泌促進物質、
甲状腺ホルモン、甲状腺ホルモン類似体またはそれらの組合せである、項目１１０～１１
２のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１４）
　糖尿病を治療する前記薬剤がビグアニドであり、ビグアニジンがメトホルミン、ブホル
ミン、フェンホルミンまたはそれらの組合せである、項目１１３に記載の方法。
（項目１１５）
　糖尿病を治療する前記薬剤がチアゾリジンジオンであり、前記チアゾリジンジオンがピ
オグリタゾン、リボグリタゾン、ロシグリタゾン、トログリタゾンまたはそれらの組合せ
である、項目１１３に記載の方法。
（項目１１６）
　糖尿病を治療する前記薬剤がスルホニル尿素であり、前記スルホニル尿素がアセトヘキ
サミド、クロルプロパミド、トルブタミド、トラザミド、グリピジド、グリクラジド、グ
リベンクラミド、グリキドン、グリクロピラミド、グリメピリドまたはそれらの組合せで
ある、項目１１４に記載の方法。
（項目１１７）
　糖尿病を治療する前記薬剤がＤＰＰ－ＩＶ阻害剤であり、前記ＤＰＰ－ＩＶ阻害剤がア
ログリプチン、リナグリプチン、サクサグリプチン、シタグリプチン、ビルダグリプチン
またはそれらの組合せである、項目１１３に記載の方法。
（項目１１８）
　糖尿病を治療する前記薬剤がＧＬＰ－１類似体であり、前記ＧＬＰ－１類似体がエクセ
ナチド、リラグルチド、アルビグルチドまたはそれらの組合せである、項目１１３に記載
の方法。
（項目１１９）
　前記対象が重篤な胃腸管有害事象を経験しない１日用量での前記アミンポリマーによる
治療の１８週間後に、糖化ヘモグロビン（ＨｂＡ１ｃ）が少なくとも０．５％低下する、
項目１０９～１１８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１２０）
　前記対象が重篤な胃腸管有害事象を経験しない１日用量での前記アミンポリマーによる
治療の１８週間後に、空腹時血糖が少なくとも１４ｍｇ／ｄＬ（０．８ｍｍｏｌ／Ｌ）低
下する、項目１０９～１１８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１２１）
　６．０ｇ／日以下の用量での前記アミンポリマーによる治療の１８週間後に、糖化ヘモ
グロビン（ＨｂＡ１ｃ）が少なくとも０．５％減少する、項目１０９～１１８のいずれか
１項に記載の方法。
（項目１２２）
　６．０ｇ／日以下の用量での前記アミンポリマーによる治療の１８週間後に、空腹時血
糖が少なくとも１４ｍｇ／ｄＬ（０．８ｍｍｏｌ／Ｌ）低下する、項目１０９～１１８の
いずれか１項に記載の方法。
（項目１２３）
　前記動物対象がヒトである、項目８９～１２２のいずれか１項に記載の方法。
（項目１２４）
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　１日当たり４単位用量未満の前記アミンポリマーを投与する、項目８９～１２３のいず
れか１項に記載の方法。
（項目１２５）
　１日当たり３単位用量未満の前記アミンポリマーを投与する、項目８９～１２３のいず
れか１項に記載の方法。
（項目１２６）
　前記アミンポリマーを１日に１回投与する、項目８９～１２３のいずれか１項に記載の
方法。
（項目１２７）
　前記アミンポリマーをチュアブルもしくは口腔内崩壊錠、液体、粉末、小袋内に含まれ
る粉末、軟ゼラチンカプセルまたは硬ゼラチンカプセルの形態で投与する、項目８９～１
２６のいずれか１項に記載の方法。
（項目１２８）
　１日１回または１日２回投与される前記ポリマーの１日量が、１日３回投与される同じ
ポリマーの同じ１日量の少なくとも７５％の胆汁酸結合能を有する、項目８９～１２７の
いずれか１項に記載の方法。
（項目１２９）
　１日１回または１日２回投与される前記ポリマーの１日量が、１日３回投与される同じ
ポリマーまたは同じ組成物の同じ１日量の少なくとも８５％の胆汁酸結合能を有する、項
目１２８に記載の方法。
（項目１３０）
　１日１回または１日２回投与される前記ポリマーの１日量が、１日３回投与される同じ
ポリマーまたは同じ組成物の同じ１日量の少なくとも９５％の胆汁酸結合能を有する、項
目１２８に記載の方法。
（項目１３１）
　前記ポリマーを１日１回または１日２回摂取した対象の２５％未満が、軽度または中等
度の胃腸管有害事象を経験する、項目８９～１３０のいずれか１項に記載の方法。
（項目１３２）
　１日１回または１日２回投与される前記ポリマーまたは組成物の忍容性が、１日３回投
与される同じ１日量の同じポリマーまたは同じ組成物とほぼ実質的に同じである、項目８
９～１３１のいずれか１項に記載の方法。
（項目１３３）
　前記１日量が少なくとも２グラムのポリマーである、項目８９～１３２のいずれか１項
に記載の方法。
（項目１３４）
　前記１日量が少なくとも４グラムのポリマーである、項目１３３に記載の方法。
（項目１３５）
　前記１日量が少なくとも６グラムのポリマーである、項目１３３に記載の方法。
（項目１３６）
　前記ポリマーの沈降物降伏応力が４０００Ｐａ未満である、項目１２８～１３５のいず
れか１項に記載の方法。
（項目１３７）
　前記ポリマーの沈降物降伏応力が３０００Ｐａ未満である、項目１３６に記載の方法。
（項目１３８）
　前記ポリマーの沈降物降伏応力が２５００Ｐａ未満である、項目１３６に記載の方法。
（項目１３９）
　前記ポリマーの水和および沈降により形成されるポリマー粒子の塊の粘度が約２，５０
０，０００Ｐａ・ｓ未満であり、前記粘度が０．０１秒－１のずり速度で測定される、項
目１２８～１３８のいずれか１項に記載の方法。
（項目１４０）
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　沈降した前記粒子の塊の粘度が２，０００，０００Ｐａ・ｓ未満である、項目１３９に
記載の方法。
（項目１４１）
　沈降した前記粒子の塊の粘度が１，５００，０００Ｐａ・ｓ未満である、項目１３９に
記載の方法。
（項目１４２）
　沈降した前記粒子の塊の粘度が１，０００，０００Ｐａ・ｓ未満である、項目１３９に
記載の方法。
（項目１４３）
　沈降した前記粒子の塊の粘度が５００，０００Ｐａ・ｓ未満である、項目１３９に記載
の方法。
（項目１４４）
　乾燥形態のポリマー粒子の圧縮性指数が約３０未満であり、前記圧縮性指数が１００＊
（ＴＤ－ＢＤ）／ＴＤで定義され、ＢＤおよびＴＤがそれぞれ体積密度およびタップ密度
である、項目１３６～１４３のいずれか１項に記載の方法。
（項目１４５）
　前記圧縮性指数が約２５未満である、項目１４４に記載の方法。
（項目１４６）
　前記圧縮性指数が約２０未満である、項目１４４に記載の方法。
（項目１４７）
　前記圧縮性指数が約１５未満である、項目１４４に記載の方法。
（項目１４８）
　前記圧縮性指数が約１０未満である、項目１４４に記載の方法。
（項目１４９）
　前記アミンモノマーと前記架橋モノマーとを接触させることを含む、項目１～８７のい
ずれか１項に記載のアミンポリマーを調製するための工程。
（項目１５０）
　構造

【化１６－２】

を有する式６のアミンであって、式中、
　Ｒ２５はそれぞれ独立して、Ｃ２～Ｃ８アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の
－ＣＨ２－基が少なくとも１つのアミド官能基に置き換わっているＣ２～Ｃ８アルキレン
であり、Ｒ３５は、Ｃ８～Ｃ１６アルキレン、またはアルキレン基の１つ以上の－ＣＨ２

－基がアミド、カルボニル、エーテル、エステル、シクロアルキル、アリールもしくはヘ
テロシクロ官能基に置き換わっているＣ８～Ｃ１６アルキレンである、
　アミン。
（項目１５１）
　Ｒ２５がそれぞれ独立してＣ３～Ｃ６アルキレンである、項目１５０に記載のアミン。
（項目１５２）
　各Ｒ２５がプロピレンである、項目１５０に記載のアミン。
（項目１５３）
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　Ｒ３５がＣ１０～Ｃ１４アルキレンである、項目１５０～１５２のいずれか１項に記載
のアミン。
（項目１５４）
　Ｒ３５がデシレンである、項目１５３に記載のアミン。
（項目１５５）
　Ｒ３５がドデシレンである、項目１５３に記載のアミン。
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